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講演 ・ 会 議 等 (P1 ~) 
P1 多重 債務 問題 及び 消費 者 向け 金融 等 に の 赤澤 副 大 臣 の 挨拶 
P2 第 46 回 金融 審議 会 総会 ・ 第 34 回 金融 分 科 会 合 の 開催 に つい て 











政策 解説 コー ナー  (P3 ぐ ) 
P3 金融 審議 会 「 市 場 制 度 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ 第 二 次 報告 」 の 主 お ポイ ント 
前 企画 市 場 局 市 場 課長 太田 原 和 房 


P5 「 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 報告 書 」 の 公表 に つい て 
総合 政策 局 総合 政策 課 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 推進 室 課長 補佐 深 栖 大 毅 
P7 「 金 融 機関 の IT ガバ ナン ス 等 に 関す る 調査 結果 レポ ー ト 」 及び 「 人 金融 機関 の シス 
テム 障害 に 関す る 分 析 レ ポー ト 」 の 公表 に つい て 
総合 政策 局 リ スク 分 析 総 括 課 サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 企画 調整 室長 齋藤 剛 
主任 統括 検査 官 片 寄 早 百合 
P9 投資 信託 等 の 販売 会 社 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の モニ タリ ング 結果 に つい て 
( 令 和 2 事務 年 度 ) 
総合 政策 局 リ スク 分 析 総 括 課 コ ンダ クト 企画 率 コン ダク ト 企 画 調整 官 佐藤 寿 昭 
金融 証券 検査 林田 拓朗 





お 知ら せ (P12) 
銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ ヘー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に - 


先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P13) 








オン ライ ン 版 は こち ら か ら ff, 


https://www.fsa.qo.jp/access/index.html 








金融 庁 





多重 債務 問題 及び 消費 者 向け 金融 等 に 関す る 


前 談 会 に お ける 赤澤 副 大 臣 の 挨拶 


本 年 6 月 22 日 ( 火 ) 、 第 17 回 多重 債務 問題 及び 消 ヤミ 人 金 の 手口 へ の 対応 の ほか 、 ギ ャ ン ブ ル 等 依存 症 
費 者 向け 金融 等 に こ 関す る 懇談 会 が 開催 され 、 赤 澤 亮 対策 の 動向 な ど に つい て 御 報 告 を 申し 上 げ ま す 。 金 
正 内 閣府 副 大 臣 (金融 担当 ) が 出席 し まし た 。 本稿 。 融 庁 と し て も 、 各 省庁 と 連携 し な が ら 、 引 き 続 き 
で は 、 赤 澤 副 大 臣 の 発言 内 容 に つい て ご 紹介 し ます 。 し っ か り と 対応 し て まい り た いと 考え て お り ま す 。 

私 も 内 閣府 の 副 大 臣 と し て 、 金 融 庁 の ほか に も 担 
務 が いろ いろ あり まし て 、 最近 、 開 議決 定 し まし た 
骨太 方 針 や 成長 戦略 を 取り まとめ る 経済 財政 ・ 経 済 
再生 を 担当 し た り 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 
sea 過当 し で 先 衣 SF。 
資金 繰り と いう こと で 、 い わ ゆ る ゼロ ゼロ 融資 で 
あり ます と か 、 人 件 費 と いう こと で 雇用 調整 助成 金 
と いっ た よう な こと に 兆 円 単位 の お 金 を か け て 、 芋 
内 経済 を 斑 人 で き で いる と この で すか が 、 す 9 つと 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 問題 が 起き て 以来 、 党 
の 中 で も 私 が 率先 し て 申し 上 げ て 流れ を つく っ て き 
CN 感染 拡大 防止 と 社会 経済 活動 の 両 

立 は 命 対 経 済 の 問題 ON 

A 層 % 中 る と 目 の ⑦ 国 

a 統 す る と いう の は 、 過 去 

\ ら 日 ヽ 【 感染 
写真 : 多重 債務 問題 及び 消費 者 向け 金融 等 に 関す る の 計ら 明らか で あり まし て 、 計 Ce 
懇談 会 で 発言 する 赤澤 一 大 臣 命 対 命 の 問題 で ある と いう こと で あり ます 。 担 当 と 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー し て は 、 感 染 死 と 経済 死 の いずれ も 減ら さ な け れ ば 
お は よう ご ざい ます 。 金融 担当 の 内 閣府 副 大 臣 の 次 め 半 いと いう こと を 引く 叶う で あめ り 衣 古 。 め 

で さい NR a 構成 員 の る 統計 に よれ ば 、 今 申し 上 げた と お り 、 日 本 の 失業 
皆様 に お か れ ま し て は 、 忙 の 中 、 本 懇談 会 に 御 率 と 自殺 者 は 非常 に リン ク が 濃い と いう こと で あり 
遇 二 2 目 【SIIIIIG US ES さ ON 3 まし て 、 国 民 の 命 と 暮らし を 守る と いう 政策 遂行 が 
た 、 こ れ ま で の 大 変 有 意義 な 御 貢 献 に つい て も 、 心 、 重要 で 、 最 優先 で コロ ナ を 収束 させ た 後 、 病 床 退 迫 
か ら 感 謝 を 申し 上 げ る 次 第 で す 。 の お それ が な く な れ ば 最大 限 経済 を 回 す と いう オペ 
本 日 は 、 コ ロナ 以降 に 開催 され た 昨年 6 月 の 前 々 レー ジョ ジン を や っ で 衣 ぬ 上 店 。 

、 また だ た 、 用 年 末 12 司 の 前 回 履 同 様 生 りり 下 告 ド で の そん な 中 で あり ます が 、 御 案内 の と お り 、 ゼ ロゼ 
開催 と させ て 頂き まし た 。 冒頭 、 第 17 回 多重 債務 問 ロロ 融資 が 本 当 に 積み 上 が っ て いる 状況 で あり ます 。 

題 及び 消費 者 向け 金融 等 に - 関 する 懇談 会 の 開催 に 当 SC ボ 気 で 回 衝 才 0U0UNAO ら AU その 
た り 、 一 言 御 挨拶 を 申し 上 げ る 次 第 で ご ざい ます 。 中 で も 特に 、 一 番 つ らい 負 の 側面 と し て 、 多 重 債務 

_ 本 懇談 会 は 、 こ れ ま で の 多 重 債務 対策 の 成果 を 確 “対策 と いう の は 重要 性 を 非常 に 増し て くる だ ろう と 

し な が ら 、 新 た な 課題 な ど へ の 対策 を 含め た 、 今 。 思い ます の で 、 こ うし た 時 に こそ 、 そ の 重要 性 が 高 
後 取り 組む べき 施策 を 検討 する 場 と し て 朗 直 を され 、 SS つ で くる る の め 存 る 、 と うい うぶ うに 強く 感じ で 北 
半年 に 一 度 開催 され て きた と いう の は 御 案内 の と お di 
りり で ご ざい 大 。 結び に な り ま す が 、 多重 債務 問題 を めぐ る 環境 は 、 

多重 債務 者 を めぐ る 現状 を 見 ます と 、 多重 債務 に 申し 上 げた よう に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 
陥る 人 の 数 が 増え て いる 状況 に は ご ざい ませ ん 。 構 。 を 受け た 経済 情勢 や 、 ま た 、 そ うい っ た 国民 が 苦し 
成員 の 皆様 、 あ る い は 関係 省庁 の 皆様 の 御 努 力 が 一 ん で いる と き に 、 弱 っ て いる 人 に 新た な 手口 で 何 か 
ES の EEIBE3UOOD SD ニー ョ Ei 時 る dE う 窓 、 補う 0 う 章 も 登場 し て ぐ る 維人 で で 
だ と 思い ます 。 心から 敬意 を 払い ます 。 あり ます の で 、 皆 様 に 変化 に 応じ た 臨機 応変 の 

し か し な が ら 、 今 後 、 新 型 コ ロナ の 影響 や 経済 情 CR 
勢 に よっ て は 、 経 済 的 困難 を 理由 に 複数 の 先 か ら 借 て 頂き た いと 強く お 願い を し て お くも の で ご ざい ま 
入れ を 行い 、 多 重 債務 に 陥る 方 へ の 警戒 が 必要 で ご す 。 
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ざい ます 。 気 を 緩め る こと な く 、 動 向 を 注視 し 、 必 以上 を 踏ま えて 、 本 日 の 専門 家 の 皆 様 の 御 知見 を 
要 に 応じ 、 新 た な 取組 を 進め て いく 必要 が ある と 考 。 お 借り で きれ ば と 考え て お り ま す の で 、 ぜ ひこ れ ま 
CoUU ま の で どおり 、 忌 悼 の な い 御 意見 を 賜 れ れ ば と 存じ る 次 
本 日 は 関係 省庁 か ら 、 多 重 債務 に 関す る 相談 の 概 。、 第 で ご ざい ます 。 

況 を は じ め 、 被 害 等 の 事例 が 報告 され て いる 新た な 2 の 0LEAWOyAall ポ に に 応 

※ 多重 債務 問題 及び 消費 者 向け 金融 等 に 関す る 懇談 会 の 議事 次 第 等 に つい て は 、 














https://www.kantei.go. NN PR html を ご 参照 くだ さい 。 





第 46 回 金融 審議 会 総会 


・ 第 34 回 金融 分 科 会 


の 開催 に つい て 





本 年 6 月 25 日 ( 金 ) 、 第 46 回 金融 審議 会 総会 ・ 
第 34 回 金融 分 科 会 合同 会 合 が 開催 まさ れ ま し た 。 
今回 の 合同 会 合 で は 、 赤 澤 副 大 臣 よ り 、 
新た な 府 問 が 行わ れ た ほか 、 市 場 制度 ワー キン 
グ ・ グ ルー プ よ り 諸 間 事 項 に か か る 報告 等 が 行わ 
まり 7 た 





























| 写真 : 諸 問 文 を 読み 上 げ る 赤澤 副 大 臣 | 


〇 企業 情報 の 開示 の あり 方 に 関す る 検討 

【 論 問 】 企業 を 取り 巻く 経済 社会 情勢 の 変化 を 
踏ま え 、 投 資 家 の 投資 判断 に 必要 な 情報 を 適時 に 
分 か りや すく 提供 し 、 企 業 と 投資 家 と の 間 の 建設 
的 な 対話 に 資す る 企業 情報 の 開示 の あり 方 に つい 
て 幅広 く 検 討 を 行う こと 。 

上 記 の 府 問 に つい て 具体 的 な 検討 を 進め て いく 
た め 、 今 回 の 合同 会 合 で 、 金 融 審 議会 の 傘下 に 
ジス クコ イル ニレ 2 2 リク で 0 
し 療 。 当 議 双 三才 ジジ ダグ クル ラッ たい 

企業 経営 に お ける サス テ ナ ビ リティ の 重視 |」 や 

i 向け た コー ポレ ー ト ガ 
バナ ンス の 議論 の 進展 ]」 な どの 企業 を 取り 巻く 経 
済 社会 情勢 の 変化 を 踏ま は え 、 企 業 情報 の 開示 の あ 
り 方 に つい て 幅広 く 検討 し ます 。 


































































































〇 府 間 事項 に か か る 報告 等 
市 場 制度 ソー キン グ ・ グ ルー プ 「 第 二 次 報 告 








※ 議事 次 第 お よび 配付 資料 に つい て は 、 


挨拶 の 後 、 








書 ] と | 最良 執行 の あり 方 等 に 関す る タス ク 
SL0DES (っ 








⑧ 市場 制度 ワー キン グ ・ グ ルー プ 「 第 二 次 報告 


オキ 


「 第 二 次 報 告 書 ] は 、 成 長 資金 供給 の あり 方 に 
つい て 、 一 般 投資 家 の 保護 を 徹底 し つつ 、 プ ロ 投 
資 家 が リス ク テ イ ク を 行い や すい 環境 を 整備 する 
観点 か ら 、 非 上 場 企業 に 対す る 成長 資金 の 円 滑 な 
共 給 に 向け 、 特 定 投資 家 (プロ 投資 家 ) 制度 の 拡 
時 32352621 0 
ウォ ー ル 規制 に つい て 、 我 が 国 資本 市 場 の 一 層 の 
機能 発揮 等 の 観点 か ら 、 上 場 企業 等 に 係る 情報 授 
受 等 に 関す る 規制 の 見 直し と 弊害 防止 措置 の 実効 
性 確保 を 提言 し まし た 。 今後 、 中 堅 ・ 中 小 企業 や 
固 人 に 関す る 銀 証 フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル 規制 の 課題 
に 023IGpuMNGBUN SS USES 





















































































































































良 執行 の あり 方 等 に 関す る タス ク フ ォ ー ス 








良 執 行 の あり 方 等 に 関す る タス ク フ ォ ー ス 
」 は 、 現 行 制度 導入 後 、PTS (Proprietary 
rading System : 私 設 取 引 シ ステ ム ) の シェ ア 増 
HH や SOR (Smart Order Routing : 複数 の 取引 施 
設 か ら 最 良 価格 を 提示 し て いる 取引 施設 を 検索 し 
注文 を 執行 する シス テム ) の 普及 等 の 環境 変化 を 
踏ま え 、 金 融 商品 取引 業者 等 の 最良 執行 方 針 等 に 
関す る 新た な 規制 の あり 方 を 提言 し まし た 。 具 体 
的 に は 、 個 人 投資 家 に か か る 最良 執行 方 針 等 に お 
ける 価格 重視 と 投資 家 保 護 上 の 課題 へ の 対応 
(SOR の 透明 化 等 ) で す 。 


| 





で 





































































































金融 庁 と し て は 、 金 融 審 議会 の 議論 を 踏ま え 、 
ポス トコ ロナ の 新た な 経済 社会 を 見 据え た 市 場 制 
度 の 実現 を 力強く 後押し し て まい り ま す 。 





https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/soukai/siryou/2021 0625.html を ご 参照 くだ さい 。 





政策 解説 コー ナー 





前 企画 市 場 局 市 場 課長 太田 原 和 房 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 

























































































本 年 6 月 18 日 、 金 融 審議 会 「 市 場 制度 ワー キン グ ・ グ ルー プ 第 二 次 報 告 - コ ロナ 後 を 見 据え た 魅力 ある 資 
本 市 場 の 構築 に 向け て -」 (以下 「 本 報告 ] と いい ます ) が 公表 ※1 さ れ ま し た 。 こ こ で は 、 そ の 主 な ポイ ン 
ド を ご 縮 判 いい 証し 説 写 。 


1. 経緯 
コロ ナ 後 の 新た な 経済 社会 を 見 据え 、 我 が 国 の 銀行 部 門 や 資本 市 場 が 、 金 融 仲介 シス テム 全体 と し て 、 コ 
ロナ 後 の 実体 経済 の 回 復 を 支え つつ 、 産 業 構造 の 変革 を 力強く 後押し し て いく こと が 欠か せま せん 。 
こう し た 背景 を 踏ま え 、 令 和 2 年 9 月 11 日 、 金 融 担 当 大 臣 か ら 金 融 審議 会 に 対し て 、 
「 コ ロナ 後 の 新 た な 経済 社会 を 見 据え 、 我 が 国 資本 市 場 の 一 層 の 機能 発揮 を 通じ た 経済 の 回 復 と 持続 的 
な 成長 に 向け て 、 投 資 家 保護 に 配 意 し つつ 、 成 長 資 金 の 供給 、 海 外 金融 機関 等 の 受入 れ に 係る 制度 整備 、 
金融 商品 取引 業者 と 銀行 と の 顧客 情報 の 共有 等 に つい て 検討 を 行う こと 」 
と いう 諸 問 が 行わ れ ま し た 。 こ の 諸 問 を 受け て 市 場 制度 ソーキ ング ・ グ ルー プ (座長 : 神田 秀樹 学習 院 大 
学 大 学院 法務 研究 科 教 授 ) が 設置 され 、 令 和 2 年 10 月 か ら 11 回 に わた り 、 諸 間 事 項 に 関す る 検討 を 行っ て 
ま MXU まし た 。 その 申 で 流 條 2 年 12 月 23 団 司 は |I 昌 語 次 報告 中 を 公表 いた し まし た 。 (| / ク セス RSA 
98211 5 (本 年 3 月 中 目 発 入 )a( 第 次 了 報告 人 つい (店 雪 2 て お もり まめ) 
本 報告 は 、「 第 一 次 報告 ]」 に お いて 残さ れ た 課題 で ある と し た 、 
@ 成長 資金 の 供給 の あり 方 
@ 内 顧客 に 関す る 銀 証 ファ イア ー ウ ォ ー ル 規制 
に 関す る 検討 の 結果 を 取り まとめ た も の で す 。 
2. 成長 資金 の 供給 の あり 方 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 
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影響 が 拡大 する 中 、 企業 の 資金 ーー 必 長 資金 供 給 の 円 溢 化 ーー 
繰り 支援 が 行わ れ て きま し た が 、 一 般 投資 家 の 保 護 を 徹底 し つつ 、 プ ロ 投 資 家 が リス ク テ イ ク を 行い や すい 環境 を 整備 する 観点 か ら 、 





非 上 場 企業 に 対す る 成長 資金 の 円 滑 な 供給 に 向け 、 以下 の 制度 整備 を 行う 。 























持続 的 な 成長 を 実現 する 観点 か 
ら 、 一 部 の 企業 に お いて は 資本 
調達 に に よる バラ ンス シー ト の 改 





く 家 計 ・ 投 資 家 > く 運 用 会 社 > < 企業 > 

























開 が ボル ト O 特 定 投資 家 ( プ ロ 投 資 
0 0 光 に よる 基金 人 給 の 人 
に 、 コ ロナ 後 の 経済 社会 ・ 進 【 内 閣府 信 履正 等 DS 
産業 構造 の 不 連続 な 変化 に 対応 | 個人 の 要件 力作 4 4 








>| 1 

新た に 、 年 収 ・ 職 業 経 1 に i ・ 中 小 企 

し て いく 観点 か ら 、 ス ター ト Ero ~ ag ! | 
oA ° EAE ドニ ニニ 

アッ プ 企 業 等 に よる イノ ベー eu 3 ツ 隊 還付 。 
ンション や 既存 事業 の 再編 ・ 再 4 ー 移 行 手続 等 の 弾力 化 | 3 1 
ショ ン や 弥 仔 事業 の 再編 ・ 持 情 | 一 特定 投資 家 私 募 の 拡充 | | 
築 等 を 支え る 資本 性 資金 の 必要 個人 投資 家 ( 注 1、2) 


0 〇 非 上 場 株 式 の セカ ンダ リ に CT TP 環境 整備 
コミ 2 ルル 上 家人 の 、 の か 去 の セカ ンダ リー て の 【 日 証 協 規則 改正 】 
こう し た 資本 性 資金 の 流れ の ー 証券 会 社 に よる 特定 投資 家 向け 勧誘 規則 を 整備 


円 滑 化 ・ 多 様 化 を 進め て いく た ー 株 主 コミ ュ ニテ ィ 制 度 に お いて 特定 投資 家 を 参加 勧誘 対 象 に 追加 
め 、 一 般 投資 家 の 保護 を 徹底 し 
つつ 、 リ スク 管理 能力 及び リス ( 注 1) 株 式 投資 型 クラ ウド ファ ン デ ィング 制度 の 更 な る 機能 発揮 【 下 令 改 下 等 
人 時 0 発行 総額 (1 億 円 未 満 算 定 方 法 の 見 直し 、 特 定 投資 家 の 投資 上 限 額 (50 万 円 ) の 撤廃 
= 療 庄 吉 * ・ 何 
ク A い 法人 個人 の ( 注 2 東証 ベンチャー ファ ンド 市 場 の 利用 活性 化 東証 規 則 必 正 
投資 家 が リス ク テ イ ク を 行い 。 ( 注 3) 少 人 数 私 募 の 人 数 通算 期間 の 見 直し 【 革 信正 
や すい 環境 を 整備 する 観点 か ら 、 
@ 特定 投資 家 (プロ 投資 家 ) に よる 資金 供給 の 促進 
@⑯ 非 上 場 株 式 の セカ ンダ リー 取引 (流通 市 場 ) の 環境 整備 


※1 本 年 6 月 18 日 公表 、「 金 融 審 議会 『 市 場 制度 ソー キン グ ・ グ ルー プ 第 二 次 報告 の 公表 に つい て 」 は 、 

://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20210618.html を ご 参照 くだ さい 。 

※2 本 年 3 月 1 日 発行 、 金 融 庁 広報 誌 「 ア クセ ス FSA 第 211 号 」 に つい て は 、 3 
https://www_fsa.go.jp/access/r2/210.pdf を ご 参照 くだ さい 。 
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人 @ 一 般 投 資 家 も 利用 可能 な 制度 で ある 株 式 投資 型 ク ラウ ド フ ァ ン ディ ング 制度 の 更 な る 機能 発揮 や 東証 
ベン チャ ー フ ァ ン ド 市 場 の 利用 活性 化 
@ 企業 が より 機動 的 な 資金 調達 を 行う た め の 少 人 数 私 募 の 人 数 通算 期間 の 見 直し 
陸 M206 財 早め 仙人 6 れい いま 9 




































































3. 国内 顧客 に 関す る 銀 証 フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル 規制 





銀 証 フ アイ アー ウォ ー ル 規制 の 見 直し 


〇 顧客 へ の より 高度 な サー ビス 提供 、 国 際 競 争 力 向 上 等 の 観点 か ら 、 上 場 企業 等 ① に つい て 抜本 的 に 規制 を 見 直し 
〇 併せ て 、 顧 客 情報 の 適切 な 保護 、 優 越 的 地位 の 溢 用 防止 等 の 観点 か ら 、 情 報 管 理 規制 等 を 見 直し 


※ 銀 証 ファ イア ー ウ ォ ー ル 規制 : 金 融 グ ルー プ 内 の 銀 証 間 で 、 顧 客 の 非 公開 情報 を 同意 な く 共 有する こと を 禁止 する 規制 


証券 会 社 の 顧客 サー ビス と 情報 共有 (イメ ー ジ ) > 


is 国内 金融 グル ー プ ーー ヽ [ 独立 系 証券 会 社 ] 外資 系 金融 グル ー プ 






















































































7 \ 「) ] 

| | eeee 生 6006 証券 ! ム ム 証 券 1 | 時 証券 1 2 

還 へ | | ! | a ! 

| Ea ! L 語 | 

ee bi 2 く SE と 
資本 市 場 


株 式 ・ 社 債 の 発行 、M&A 等 


a 





( 注 1) 中堅 ・ 中 小 企業 に つい て は 、 優 越 的 地位 の 溢 用 を 受け や すい 立場 に ある こと を 踏ま え 、 引 き 続 き 検討 
( 注 2) 銀行 ・ 証 券 会 社 の 兼職 者 に つい て 、 い ずれ か ーー 方 の 非 公開 情報 に し か アク セス で き な い 等 の 規制 





























平成 20 年 に お ける 銀 証 フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル 規制 の 大 幅 な 見 直し (法人 顧客 に 対す る オプ ト ア ウト 制度 の 導 
入 や 役職 員 の 兼職 規制 の 撤廃 等 と いっ た 規制 緩和 と 、 利 益 相 反 管 理 体制 整備 義務 の 導入 や 優越 的 地位 の 藩 用 防 
止 等 に 関す る 弊害 防止 措置 の 導入 ) 以降 、 低 金利 の 継続 、 事 業法 人 の 資金 余剰 、 フィン テッ ク 企 業 等 他 業種 に 
よる 金融 業 へ の 参入 、 コ ロナ に よる 経済 社会 全体 へ の 大 き な 影 響 等 、 金 融 を 取り 巻く 環境 が 大 きく 変化 し て い 
る 中 、 本 規制 に 関し 、 

@ オプ ト ア ウト に つい て 、 顧 客 に 対す る 説明 事項 が 多い な ど 、 負 担 や 利便 性 の 観点 か ら オ プ ト イ ン と 大 差 

が な い 等 の 理由 か ら 、 銀 行 ・ 証 券 会 社 双 方 に お いて 概して 活用 され て いな い 
@ 欧 米 に は な い 情 報 共有 の 禁止 規定 が 過剰 な 規制 と 認識 され 、 日 本 の 国際 金融 セン ター と し て の 魅力 向上 
に と っ て 阻害 要因 と な っ て いる 

@ 顧客 に 対す る 総合 的 な 金融 サー ビス の 提案 ・ 提 供 を 阻害 し て いる ほか 、 顧 客 ・ 金 融 機関 の 双方 に と っ て 
負担 が 大 き I 
と いっ た 課題 が 指摘 され て いま す 。 
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4. 今後 の 対応 

金融 庁 は 、 今 後 、 本 報告 に 示さ れ た 考え 方 を 踏ま は え 、 コ ロナ 後 の 新 た な 経済 社会 を 見 据え た 市 場 制度 の 実現 
に 向け て 、 適 切な 制度 整備 や 更 な る 検討 ・ 取 組み を 進め て まい り ま す 。 
また 、 中 堅 ・ 中 小 企業 や 個人 顧客 に 対す る 情報 授受 規制 の 取扱 い 等 の 銀 証 フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル 規制 の 残さ れ 
た 課題 の ほか 、 資 本 市 場 の 一 層 の 機能 発揮 に 資す る 課題 に つい て 、 今 後 の 市 場 環境 や 金融 機関 ・ 金 融 サ ービス 
の 利用 者 ニー ズ も 踏ま え 、 市 場 制度 ソー キン グ ・ グ ルー プ に お いて 、 引 き 続 き 検討 が 行わ れる 予定 で す 。 



























































































































































政策 解説 コー ナー 





課長 補佐 深 栖 大 毅 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 










































































金融 庁 で は 、2020 年 12 月 、 「 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 (座長 : 水口 剛 高崎 経済 大 学 学長 ) 」 
を 設置 し 、 サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス の 推進 に 向け た 諸 施 策 に つい て 検討 を 行っ て きま し た 。 2021 年 6 月 に 、 
有識者 か ら 金 融 庁 へ の 提言 内 容 を 記載 し た 「 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 報告 書 ] (以下 、 報 告 書 ) 
を 公表 ※1 し まし た 。 報告 書 策定 の 背景 お よび 主 な 内 容 を ご 紹介 し ます 。 

1. サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 立 ち 上 げ の 背景 

気候 変動 問題 の 顕在 化 等 を 背景 に 、 民 間 金 融 (図表 1 ) 
機関 や 機関 投資 家 が 主体 的 に サス テ ナ ブ ルフ ァ 

イナ ンス (持続 可能 な 社会 を 実現 する た め の 金 0 AM 



































融 ) を 急速 に 拡大 させ て いま す 。 例 えば 、ESG 100 3000 
(環境 ・ 社 会 ・ 2 ポン 5 ) 投資 に 関す る 原則 2500 
を 定め た 責任 投資 原則 (PRI) へ の 署名 機関 数 と 遇 a 
その 運用 資産 残高 は 着実 に 増加 し て いま す ( 四 60 
表 1) 。 1500 
日 本 に お いて も 、2020 年 10 月 に 、2050 年 カー 4 1000 
ボン ニュ ー トラ ル の 実現 を 目指 すこ と が 表明 さ 20 500 
MG いま の て の 実 上 の 玉 の に は 目 洒 性 半 に | | 。 


対し て 世界 の ESG 投 資 資金 を 呼び 込め る よう 、 Q 


WS NG NN や 


金融 機関 や 金融 資本 市 場 が 適切 に 機能 を 発揮 す SS 
る こと が 重要 と な り ま す 。 こ うし た 観点 か ら サ 
テク ルン ラジ シー に 2 に リー 
諸 課 題 を 議論 いた だ きま し た 。 


= 運用 資産 残高 ( 左 軸 、 兆 ドル ) 一 一 署名 機関 数 ( 石 軸 ) 


報告 書 で は 、 総 論 と し て の 基本 
新 的 視点 (第 1 章 ) 、 及 び 各 
か ら 4 章 ) で 構成 され て い 






























































サス テク ララ イラ ンス 用 計 者 会 選 表 2) 。 
ー 持続 可能 な 経 会 を 玉 え る 金融 シス テム の 構築 = 2021 年 6 月 18 日 

ョ = ム 
の RE 2. 基本 的 視点 ・ 横 断 的 な 論点 
に サス テ ナ ビ リティ 情報 に 関す る 適切 な 企業 開示 の あり 方 に つい て 幅広 く 検 計 a 基本 的 視点 と し ga 





ーーーーーーーーーーーー i = = 3 = a — 十 
サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス は 、 持 続 可 比較 可能 て 整合 性 の と れ た サス テ ナ ビリ ティ 報告 基準 の 策定 に 向け 、 日 本 と し て 、IFRS 財 団 に お ー ラ に 7 ミ 品 
紅 な 組 済 社 る ンス テム ャ ッッ インフ | 一 ける 基準 定 に 本 的 に 参画 すべ き 。 ステ デ テテ スル タデ テー ジス を 「 持 続 可 












































ッ . ee22-9astbcmao | gE ンス kosg mee cecescsztseseeao | 能 な 経済 社会 シス テム を 支え る イン 
is 第 3 意 市 場 機能 の 発 提 フラ 」 で あり 、 そ の 推進 が 持続 可能 
cowetssrsr seen | OER mS eceeseasesa な 社会 を 構築 する 上 で 鍵 に な る も の 
OS また 計上 と する 回 なみ に を し 、 情報 まや 9F に ちら る へ べ ペ 。 と ご 位置 づけ て いま す 。 

WO を アイ ディ ア を し Seesaas ssrcnc smsmseseiyss=2 ン 2 その 上 で 、 横 断 的 な 論点 の 一 つ 目 


= 幸 だ 
タク ソノ ミー に 関す る 国際 的 議論 へ の 金融 庁 に お いて 、ESG 評 価 ・ デ ー タ 提供 機関 に 期待 され る 行動 規範 の あり 方 等 に つい て 、 議 論 を と し 0 受託 者 責任 を 挙げ で 隊 す 。 
ia. SS ie 千 め る こと を 期待 。 = ーー ニ a 
4 の の IS 諸 外国 に お ける 取引 所 の 取組 み 例 を 踏ま え 、 グ リー ン ポ ンド 等 に 関す る 実務 上 有益 な 情報 が 得 ら 諸 外 玉 等 で も 受託 者 責任 下 で の ESG 


れる 環境 整備 や 、ESG 関 連 債 の 適格 性 を 客観 的 に 認証 する 枠組 み の 構 築 を 期待 。 























a 第 金融 機関 の 投 融 資 先 支援 と リス ク 管理 考慮 の 是非 に つい て 議論 が な さ て 
4 章 の ス es ー 十 ヽ 
人 際 が 、 サ ステ ナビ リティ ド 央 する 本 リズ ク の 捉 を ビジ ネズ 二 や サス ク 和 に 折り 抽 み 、 実体 経済 の 移行 を 支 いる こと を 踏 計 の ぐ 日 本 に お いて も 
投資 発 の 気候 変動 対応 支援 の た め 、 ノ ウ ハ ウ の 凛 積 や スキ ル の 向上 、 分 析 ツ ー ル の 開発 等 を 進 ESG 要 素 を 考慮 する こと は 、 受 託 者 
ーー 
ーー 金融 庁 に お いて 、 金融 機関 と シナ リオ 分 析 の 活用 に つい て 議論 を 進め る な ど 、 気 候 変 動 リス ク 管 責任 を 果たす 上 で 望ま し い 対 応 で あ 
理 態 勢 の 構築 を 促す こと が 適当 (上 記 の 投資 先 支 援 に 加え 、 気 候 変動 リス ク 管 理 に 係る 監督 上 、 
の ガイ ダン ス を 策定 ) 。 る と 位置 づけ る こと が で き る 、 と 報 


告 書 で は 整理 され て いま す 。 








※1 2021 年 6 月 18 日 公表 、「 サ ステ ィ ナ ブル ファ イナ ンス 有識者 会 議 報 告 書 』 の 公表 に つい て 」 は 、 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/singi/20210618-2.html を ご 参照 くだ さい 。 

















ニ つ 目 は 、 イ ン パ クト 投資 で す 。 経済 的 リタ ー ン に 加え て 具体 的 な 環境 ・ 
生む こと を 意図 する イン パク ト 投 る PP 具体 的 な イン パク ト の 評 介 
ジン 0 の 人 la PSDHC まひ に ERIEUNSIU NUDE 
性 を 確保 し た 上 で 推進 し て 
クセ ス FSA 2021 年 6 月 号 


















































今後 学界 MM えた 官民 の 連携 に 
最後 に と し で トラ ジジ シヨ ョ ジテ i 
My ぐ PO の で いい 計ら 
掲載 の 「『 ク ライ メー ト ・ 



































さい 。 
3. 各論 
論 の 一 つ 目 は 、 企 業 に よる 情報 開示 で す 。 持続 可能 な 社会 を 構 


















































財 








ドラ ジジ ショ ジラ ヲ ラ ァ イ 


際 的 な 信頼 性 と 透明 























ンス 








2 スン ノン 0 2720 (の クッ 





eiN22ESN コ リン バハ ノ | 月 で 














押手 法 等 の 課題 が あり 、 



































関す る 基本 指針 』 の 策定 に つい て 」 ※2 も 参照 くだ 

















境 や 社会 に 関す る リス ク や 機会 に 適切 に 対応 し た 経営 を 行っ て いく こと が 、 




















維持 ・ 向 上 の 観点 か ら の 不可 欠 で ある と 指摘 され て いま す 。 
融 機関 と の 建設 的 な 対話 が 必要 と な り 、 





その た め に は 、 















































定 や 、 開 示 の 義務 化 等 

































































書 は 、 気 候 変動 を 始め と する サス テ ナ ビ リティ 情報 開示 に つい て は 、 比 較 可 能 で 
に 関し て 国際 的 に も 議論 が 行わ れ て いる と ころ で あり 、 
視 し な が ら 、 基 準 策定 等 の 議論 に 積極 的 に 参画 すべ き で ある と し て いま す 。 
































ニ つ 目 は 、 市 場 機能 の 発揮 で す 。 日 本 政府 は 2021 年 4 月 、 
際 金 融 セ ンタ ー」| の 実現 を 
役割 を 適切 に 果たす こと が 必要 と な り ま す 



































49 の 70 





























業 自身 の 中 








資金 を 





















































指す 旨 発 表し まし た が 、 そ の た め に 


国内 外 の ESG 資 金 





















































機関 投資 家 に つい て は 、ESG 投 資 と その 開示 の 積極 的 な 推 
強化 し 、 そ の た め に 必要 な 知見 や 人 材 育成 に 、 
の 支援 の た め の 枠 組み を 官民 で 検 対 

また 近年 、 個 人 投資 家 向 け 

















































































































寧 に 説明 する 必要 が ある と し て いま す 。 
サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス の 拡大 を 背景 に 、 


























に も ESG 関連 投資 信託 へ の 関心 が 高 
「ESG」 と いっ た 名 称 を 付す か に つい て は 現在 各社 の 裁量 に 委ね られ て いる た め 、 そ の 銘柄 























企業 の ESG へ の 取組 み の 評 価 、 

















を 呼び 込む た め の 「 グ リー ン 攻 
も 、 そ れ ぞ れ の 市 場 プ レイ ヤー が 期待 され る 


、 企 業 が 気候 変動 を 含む 環 
長期 的 な 企業 価値 の 
共 給 する 投資 家 や 金 
サス テ ナ ビ リティ 情報 に に 関す る 適切 な 企業 開示 が 求め られ ます 。 報 告 
整合 性 の と れ た 報告 基準 の 策 
日 本 と し て も この 様 な 動向 を 注 













































































EeeaE 2 クー ジジ ド 由 周 昌 巡 生き 入 ド ダン トド を 
際 的 な 枠組 みな ども 利用 し て 取り 組む こと が 必要 で あり 、 そ 
Co 記 こ の ミミ し いら 50 0 
計 つ で い 衣 富 門 、 























どの よう な 基準 に 基づき 











選定 基準 な ど を ] 


連 デ ー タ の 提供 な と 2 合 ) 

















ESG 評 価 ・ デ ー タ 提供 機関 の 重要 性 が 増し て いま す 。 IN これ ら の 機関 に つい て 、 評 価 の 透明 性 ・ 公 
平 性 等 いく つか 課題 が 挙げ られ て いる 点 を 指摘 し た 上 で 、 人 金融 庁 に お いて 、 こ れ ら ESG 評 価 ・ デ ー タ 提供 機関 






































に 期待 され る 行動 規範 の あり 方 等 に 


























また 、 諸 外国 で は 、 取 引 所 に お いて 環境 関連 の 取組 み に 
ESG 関 連 債 


























の 取引 拡大 に 向け た 様々 な 取組 み が さ れ て いる 中 、 日 本 


つい て 、 議 論 を 進め る こと が 期待 され る 旨 
眼 定 し た 資金 を 調達 する グリ ー ン ボン ド と いっ た 
こ お い て も 、 企 業 や 投 























を 明らか に 

















家 双 方 に と っ て 有 

















し で い 主 。 

















益 な 情報 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 構築 や 、ESG 関 連 債 の 適格 性 を 客観 的 に 認証 する 枠組 み の 構 築 等 が 期待 され る と 


























(60393 
各論 の 最後 三 つ 目 は 、 銀 行 や 保険 会 社 な どの 金 
は じ め と する 金融 機関 が 、 サ ステ ナビ リティ に 
込ん で いく 必要 が あり ます 。 

具体 的 に は 、 建 設 的 な 対話 に よっ て 投 融 人 



























































融 機 関 で す 。 間 接 金 
関す る 機会 と リス ク の 視点 を ビジ ネス 戦 














企業 の 移行 リス ク の 低下 を 区 























定 す る な ど し て 新た な ビジ ネス 機会 の 創出 に 貢献 する 役 


ク 管 理 態勢 の 構築 も 重要 で す 。 将来 の 気候 変動 影響 の 想定 (= シナ リオ ) を 参照 し て 事業 影響 
こ 整 合 的 な 




















リオ 分 析 の 実施 等 を 通じ て 、 気 候 変動 リス ク を 既存 の リス ク 管 理 の 枠組 み ! 


















































め ら れ ま す 。 

金融 庁 に お いて は 今後 、 国 際 的 な 動向 に も 留意 し な が ら 、 
ス を 策定 する 予定 で す 。 

4. お わり に 
II 












































割 が 期待 き 槍 くい ます 加 Z GS 


融 の 比率 が 高い 日 本 に お いて は 、 銀 行 を 
衝 や リス ク 管 理 に 織り 





る と と も に 、 そ の 環境 的 課題 を 特 
金融 機関 自身 の リス 



































評価 を する シナ 












































上 記 に 関す る 監督 























多 で 統合 され る こと が 求 


線 を 盛り 込ん だ ガイ ダン 





言 内 容 が 盛り 込ま れ て お り ま す が 、 こ れ を 出発 点 と し 、 


金融 庁 と し て 対応 すべ き 具 体 的 な 施策 を 、 関 連 す る ステ ー ク ホル ダー と も 連携 し な が ら 検 討 し て いき ます 。 




















※2 2021 年 6 月 1 日 発行 、 

















金融 庁 広報 誌 「 ア クセ ス FSA 第 214 号 」 


https://www_fsa.go.jp/access/r2/214.pdf を ご 参照 くだ さい 。 








に つ で (5、 


政策 解説 コー ナー 


主任 統括 検査 官 片 寄 早 百合 





(※ 本 稿 





























に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 


本 





人 的 見 解 で あり 、 

















| 金融 機関 の IT ガバ ナン ス 等 に 





次 の レポ ー ト 


レポ ー ト 


所 
2021 年 6 月 30 日 、 金 融 庁 は 、 金 融 機関 の IT ガバ ナン ス の 発揮 に つい て 把握 し た 実態 や シス テム 障害 
に 関す る 原因 及び 対策 等 を 取り まとめ た 結果 と し て 、 




















客 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あ り 尿 3EZe ) 
等 








と NO El 


に つい て 








の IT ガバ ナン ス 等 に 関す る 調 
用 金庫 





査 】 
金融 庁 は 、 金 融 機関 等 の 更 な る IT ガバ ナン ス の 強化 に 繋げ て いく こと を 目的 と し て 、 
(2020 年 7 月 1 日 2021 年 6 月 30 日 ) の 取組 
査 結 果 レ ポー ト 」 を 公表 し まし た 。 
に 対し て も アン ケー ト を 通じ て 、 各 種 計数 を 把握 し 比較 を 実施 し まし た 。 























その 結果 


222 5 の 








金 量 ] の 指標 ※2( 








と 同じ く 、 


EE 語 預 金 量 (平均 ) 
シス テム 経費 (平均 ) 
シス テム 経費 預金 量 


こう し た ョ ヨ ス ト 構造 














ム の 複雑 
ム の 構築 


化 ・ 肥 大 化 を 解消 し 、 

















の ⑳ 寄 京 ど し じ で 、 
て 、 そ の 他 の 経営 支援 と いっ た 戦略 領域 の シス テム が 密 結 合 
2 ポン 20 の りり 有 2200 肖 胃 用 SIGUUN2O SE 


に 向け た 検討 が 進め られ て いま す 。 金融 庁 で は 
| 
サポ ー ト ハブ を 活用 し て も ら う こと で 、 先 進 的 な 取組 


こ お い て 把握 し た 実態 
令 和 2 事務 年 度 は 、 地 域 銀行 に 加え て 信 


令 和 2 事務 年 度 
や 課題 等 を 取り まとめ た | 金融 機関 


こつ いて は 、 令 和 元 事務 年 度 の 林 ガバ ナン スレ ポー ト 
信用 金庫 の シス テム に 係る コス ト 効 率 が 良い と いう 結果 と な り ま し た 。 



























































(参考 ) 業態 別 の シス テム 経費 預金 量 
2019 年 度 2020 年 度 
地域 銀行 信用 金庫 地域 銀行 信用 金庫 
(104 行 ) | ( 准 放 ) (103 行 ) (254 金 庫 ) 
| 3.3 兆 円 | 5.540 値 円 | 3.4 光 円 5,719 億 円 | 
-47 億 円 | 6.6 備 円 49 代 円 6.1 信 円 
0.18% | 0.12% 0.17% 0.11% 
Oi 
より 複雑 化 ・ 肥 大 化し 、 追 加 開発 や メン 


デジ タラ イ ゼ ー シ ョ ン に 機 

















2 
動 的 に 対応 で きる よう な 次 世代 勘定 系 シス テ 
これ ら の 先進 的 な 取組 
・ サ ポー ト ハ ブ 」 を 設置 し 、 金 融 機関 に 早い 段階 か ら 本 
を 後押し し て いま す 。 





既に 一 部 の 地域 銀行 で は 、 シ ステ 














を 支援 する た め 、2020 





さら に 、IT ガ バナ ンス の 6 つの 考え 方 ・ 着 眼 点 ま 3 の 発揮 状況 に つい て も アン ケー ト 結 果 を 比較 し て お 


2 ま の 
の 2 SD 
な お 、 
態 把握 も 行っ て お り 、 








GS dN 


※1 2020 年 6 月 30 
障害 


日 公表 





I 条 ガ バナ ンス の 6 つの 考え 方 ・ 着 眼 点 に 


[IT リ ソー ス 」 の 分 野 で 地域 銀行 、 信 用 金庫 と も に 「 は い 」 
割合 が 最も 低く 、 特 に 「IT 人 材 の 確保 ・ 育 成 」 


に 課題 を 抱え て お り 、 


つい で 

















IE 


NNN 
に 関す る 分 析 レ ポー ト 』 の 公表 に つい て |! 
2 //www_fsa.go. lp/neve/72/20210630/20210630 html を ご 参照 くだ さい 。 























※2 











預金 量 (金融 機関 の 規模 ) ( 
「 シ ステ ム 経 費 ノ 預金 


























応じ て デー タ 量 ・ 処 理 量 が 大 きく な り 、 
























































適 化 され た 
管理 され た 























IT リス ク 」 











叶 ) 」、⑤ 企 業 価値 の 創出 に つなが る 


TT ガバ ナン ス の 強化 に 向け 


IT コス ト の 増加 要因 
a a DC 
※3 ① 経 営 陣 に よる リー ダー シッ プ 、② 経 営 戦略 と 連携 し た 「IT 戦 略 」 、 
[リツ 全 叉 (次 源 管 


③IT 戦 略 を 実現 する 「IT 組 織 」 、 














(= 取組 を 実施 し て いる ) の 回 答 
今後 より 戦略 的 な 対応 が 求め られ 


200 ド ICU ms 有 人 6 則 
そこ で 得 ら れ た 参考 事例 は 事例 集 と し て 令 和 了 元 事務 年 度 か ら 公 表し て いま す 。 今 
後 も 、 金 融 機関 や 有識者 と の 対話 等 を 通じ て 得 ら れ た 有益 な 情 
意見 交換 な ど を 通じ て 広く 理解 を 浸透 





報 を 同 事例 集 に 反映 し て いく と と も に 、 


て 、 金 融 機関 に 活用 を 促し て い 


「 金 融 機関 の シス テム 





ど SR つ で 人 る 記 ⑫、 
価 し て いる 。 

(④ 最 
⑥ 適 切 に 


























「IT 投 資 管理 プロ セス 」 、 

















(参考 ) IT ガバ ナン ス の 着眼 点 別 「 は い 」 の 回 答 割合 





























【 経 営 陣 の リー ダー シッ プ 】 


地域 銀行 
(2019 年 度 ) 


UA UIT 中 


地域 銀行 
(2020 年 


ーー 信用 金庫 
(2020 年 度 





【IT 投 次 管理 】 < (mT 組織 】 


【IT リ ソー ス 】 





2. | 金融 機関 の シス テム 障害 に 関す る 分 析 レ ポー ト 」 に つい て 

金融 庁 は せ 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 進展 に 伴う 特徴 的 な シス テム 障害 等 に 関し て 、 そ の 原因 及び 対策 等 
を 取り まとめ た 「 金 融 機関 の シス テム 障害 ま 4 に 関す る 分 析 レ ポー ト 」 を 公表 し まし た 。 
金融 機関 が 、 金 融 ア レス テム の 安定 や 利用 者 保護 の 観点 か ら 、 本 レポ ー ト を 参考 と し て 、 シ ステ ムリ スク 管 
理 態勢 の 強化 に 活用 し て いく こと を 目的 と し て お り ま す 。 

本 レポ ー ト で は 、2020 年 4 月 か ら 2021 年 3 月 に 報告 され た シス テム 障害 を 、 以 下 の よ うに 「 障 害 発 生 の 
タイ ミン グ 」| に 着目 し て 、 原 因 と 課題 を 分 析 し て お り ま す 。 


























(1) シス テム 統合 ・ 更改 に 伴い 発生 し た シス テム 障害 

勘定 系 シス テム の 統合 ・ 更 改 や 、 ク ラウ ドサ ービス へ の 移行 等 の 大 規模 プロ ジェ クト に お いて 、 旧 シス 
デム 区 関す る 仕様 の 理解 不 中 等 に よる シス テム 障害 が 発生 し て お り 、 シス テム 仕様 や 作業 手順 書 等 の ITi 
産 の 整備 や 、IT 人 材 の 育成 に 課題 が み ら れ まし た 。 







































































(2 ) プロ グラ ム 更 新 、 普 段 と 異な る 特殊 作業 な どか ら 発 生 し た シス テム 障害 

日 常 的 な シス テム 運用 と は 異な る 、 シ ステ ム 変 更 な どの 普段 と 異な る 特殊 作業 に お いて 、 こ れ ら に 起因 
する シス テム 障害 が 多く み ら れ まし た 。 作業 に 伴い 、 発 生 す る 可能 性 の ある シス テム 障害 を あら か じ め 想 
呈 GSIOIN 主 りく 2 上 200BMg の URIGUWAUNGS0SGI の 齋 GIIG SUD れ ま di 



































(3) 日 常 の 運用 ・ 保 守 等 の 過程 の 中 で 発生 し た シス テム 障害 

ハー ドウ ェ ア の 故障 等 に 備え た 冗長 構成 が 意図 どおり に 機能 し な い シ ステ ム 人 障害 が 複数 み ら れ まし た 。 
重要 な 業務 が 継続 で きる よう に 、 副 系 へ 切り 替 わ ら な いこ と も 想定 し た 方 策 の 準備 や 、 シ ステ ム 障 害 の 検 
知 及 び 対 応 の 早期 化 が 課題 と な り ま す 。 


































































































(4 ) サイ バー 攻撃 、 不 正 ア クセ ス 等 の 意図 的 な も の 
キャ ッシュ レス 決済 サー ビス に お いて 、 本 人 確認 の 設計 を 悪用 し 、 銀 行 口座 E キ ャ ッシュ レス 決済 サー 
ビス の アカ ウン ト を 不正 に 連携 させ て 、 不正 な 取引 を 行う 事案 が 多く 発生 し まし た 。 





























また 、 金 融 商品 取引 業者 を 中 心 に オン ライ ン 取 引 等 へ の 不正 アク セス と いっ た 事案 も 発生 し て お り ま す 。 
不正 取引 防止 策 と し て 、 利 用 する サー ビス の 内 容 及 び リ スク 特性 に 応じ て 、 多 要素 認証 等 の 実効 的 な 認証 
方 式 を 導入 する と と も に 、 万 が 一 、 不 正 取引 が 発生 し た 場合 も 、 利 用 者 保護 が 確保 され る よう 、 補 償 方 針 
の 策定 ・ 実 施 や 利用 SD こ 対応 する た め の 態 勢 を 整備 する こと が 求め られ ます 。 
SE 金融 機関 の リス ク 管 理 態勢 の 強化 に 向け て 、 シ ステ ム 障 害 の 原因 と 課題 に つい て 










































































※4 監督 指針 等 に 基づき 、 発 生 し た シス テム 障害 に つい て 金融 機関 か ら 「 障 害 発生 等 報告 書 」 を 受領 する と と 
も に 、 各 金融 機関 ( に 対し 障害 の 復旧 状況 の 確認 や ヒア リン グ 等 を 行い 、 金融 機関 で 分 析 ・ 検 討 し た 障害 の 
真 因 、 事 後 改善 策 の 報告 を 受け て いる 。 
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(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 






































2021 年 6 月 30 日 、 金 融 庁 は 、「 投 資 信託 等 の 販売 会 社 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の モニ タリ ング 結果 に つい 
で 2 ie 上 目 (ON シレ リョ 1 380020 2 0850005 5 5 の 20 

金融 庁 で は 、 こ れ ま で 、 国 民 の 安定 的 な 資産 形成 の 実現 に 向け て 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 」 ※2 
(以下 、「 原 則 ] と いう ) を 策定 ・ 公 表 の 上 、 金 融 事業 者 と の 対話 や 情報 発信 等 を 通じ て 、 金 融 事業 者 に 対し 、 
より 良い 金融 商品 や サー ビス の 提供 と いっ た 顧客 本 位 の 業務 運営 の 実践 を 促し て きた と ころ で す 。 本 レポ ー ト 
で は 、 主 要 な 販売 会 社 と の 対話 や 金融 機関 の 顧客 に 対す る 意識 調査 等 に より 把握 され た 事実 や 課題 等 に つい て 
の 0 だ 内 の BB 還 間 GU まま 

本 稿 で は 、 本 レポ ー ト の 中 か ら 主 要 な ポイ ント を 取り 上 げ 、 そ の 内 容 に つい て 記し た 上 で 、 顧 客 本 位 の 業務 
運営 に 関し て 今後 重要 と な る 課題 を お 示し し ます 。 


1. 本 レポ ー ト の 主要 な ポイ ント 

(1 ) リス ク 性 金融 商品 販売 の 状況 に つい て 
主要 な 銀行 ・ 証 券 会 社 の リス ク 性 金融 商品 の 預り 資産 残高 は 、2019 年 度 か ら 2020 年 度 に か け て 、 新 型 コ 
ロナ ウィ ルス 感染 症 の 影響 等 に よる 市 場 の 変動 と その 後 の 市 場 の 回 復 を 経て 、 減 少 か ら 増加 に 転じ まし た 
(図表 1 ) 。 一 方 で 、 直 近 数 年 間 の 推移 を みる と 、 主 要 な 銀行 ・ 証 券 会 社 の 預り 資産 残高 は 、2017 年 度 以降 
横ばい の 状況 と な っ て いま す 。 そ の 主 な 要因 と し て は 、 投 資 信託 の 解約 ・ 償 還 額 が 販売 額 を 上 回 る 場合 が あ 
る こと や 、 過 去 に 多く 販売 され た 毎月 分 配 型 の 投資 信託 に よっ て 投資 元 本 が 減少 し て いる こと 等 に より 、 継 
続 的 に 資金 が 流出 し て いる こと が 考え られ ます 。 

また 、 販 売 会 社 の 顧客 の 裾野 拡大 と いう 観点 か ら 、 主 要 な 銀行 ・ 証 券 会 社 の 投資 信託 の 保有 顧客 数 の 推移 
を みる と 、 ネ ッ ト 系 証券 会 社 が 、 主 に 若年 層 や 投資 初心 者 を 中 心 に 新規 口座 開設 数 を 伸ばし 、 保 有 顧 客数 を 
増やし て いま す (図表 2 ) 。 一 方 で 、 主 要 行 及び 地域 銀行 、 大 手 証券 会 社 は 、 若 年 層 等 へ の 取組 を 行っ て い 
る も の の 、 保 有 顧 客数 が 伸び 悩ん で いま す 。 現状 を みる 限り 、 現 時 点 に お いて は 、 ネ ッ ト 系 証券 会 社 の 取組 
の 方 が 、 そ の 他 の 業態 の 取組 以上 に 有効 で も ある こと が 晃 わ れ ま す 。 




































































































































































































































































































































































(図表 1 ) リス ク 性 金融 商品 の 預り 資産 残高 
( 兆 円 ) 9 主要 行 等 
60 ーー 地域 銀行 
ーー 証券 会 社 
50 47 45 47 
( 注 1 ) 有効 回 答 が 得 ら れ た 主要 行 等 8 行 、 地 域 銀行 21 行 、 
40 証券 会 社 7 社 (20 年 度 は 経営 統合 に より 6 社 ) を 集計 。 
( 注 2) 銀行 は 自 行 販売 、 仲 介 販売 、 紹 介 販売 の 合算 ペー ス 。 
( 注 3) リス ク 性 金融 商品 と は 、 一 時 払い 保険 、 投 資 信託 、 
30 ファ ンド ラッ プ 、 債 券 を 対象 と し て いる 。 
(資料 ) 金融 店 
20 
10 
0 





17 18 19 20 (年 度 ) 














※1 2021 年 6 月 30 日 公表 、「 投 資 信託 等 の 販売 会 社 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 の モニ タリ ング 結果 に つい て 
( 令 和 2 事務 年 度 ) 」 に つい て は 、 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/kokyakuhoni/202106/fd_202106.html を ご 参照 くだ さい 。 

※2 2021 年 1 月 15 日 改訂 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 | に つい て は 、 


https://www.fsa.go.jp/news/r2/singi/20210115-1/02.pdf を ご 参照 くだ さい 。 





























(図表 2 ) 投資 信託 の 保有 顧客 数 の 推移 
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400 
338 
328 
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( 注 1 ) 主要 行 等 9 行 、 地 域 銀 行 26 行 、 大 手 証券 会 社 等 8 社 (20 年 度 は 




















































































221 00 経営 統合 に より 7 社 ) 、 ネ ッ ト 系 証券 会 社 4 社 を 集 
223 注 2) 銀行 の 投資 信託 保有 顧客 数 は 、 自 行 販売 ベー ス 
2001 je ( 注 3 ) 対象 は 、 各 年 度 未 時 点 で 残高 の ある 個人 顧客 
mm '' 折 江 和 還 融 語 
商 で 主要 行 等 
103 ー@ 地域 銀行 
84 ー 才 一 大手 証 券 会 社 等 
ー@ 一 ネッ ト 系 証券 会 社 





16 17 18 19 20 (年 度 ) 


(2) 顧客 側 の 意識 ・ 行 動 に つい て 

顧客 の 資産 運用 に 関す る 意識 ・ 行 動 と し て 、 顧 客 は 資産 運用 と は 長期 で 行う も の で ある と 認識 し た 上 で 、 必 
要 な 情報 を イン ター ネッ ト で 入手 する 傾向 が 強い こと が 確認 され まし た 。※3 一 方 で 、 実 際 の 運用 で は 、 保 有 商 
品 に 含み 益 が 発生 する と 、 短 期 的 に 売却 し て し まう 傾向 が ある 可能 性 も 膨 わ れ ま す 。 ま た 、 情 報 取 集 の 手段 と 
し て 、 各 金融 機関 の 顧客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 取組 方 針 ・K P | は 、 顧 客 に 十分 に 活用 され て いな いこ と も 
確認 され まし た 。 
また 、 顧 容 に 対し 、 直 近 2~3 年 の メイ ン で 利用 する 金融 機関 の 資産 運用 に 関す る 対応 変化 を 尋ね た と ころ 、 
良く な っ た と 回 答 し た 人 は 約 1 割 に 止ま り ま し た 。 これ は 、 業 熊 別に みて も 大 差 の な い 傾向 で あり 、 多 く の 金 
融 機関 が 顧客 本 位 の 業務 運営 に 取り 組ん で いる に も 関わ ら ず 、 そ の 成果 が 顧客 に 実感 され て いな いこ と を 示唆 
全 SUN る の 選考 えら れ ま 9 
































































































































( 3 ) 販売 会 社 側 の 体制 に つい て 

主要 な 販売 会 社 で は 、 長 期 分 散 投資 に 基づく 預り 資産 残高 の 増加 に 取り 組ん で お り 、 そ の 結果 、 主 要 行 を 中 
心 と し て 、 投 資 信託 の 平均 保有 期間 の 長期 化 及び 平均 販売 手数 料率 の 低下 が み ら れ まし た 。 し か し な が ら 、 過 
去 5 年 間 、 投 資 信託 の 平均 保有 期間 が 長期 化し 、 平 均 販売 手数 料率 が 低下 し て いる 販売 会 社 は 、 投 資 信託 の 
り 資産 残高 及び 販売 額 が 減少 し て いる こと が 確認 され まし た (図表 3 ) 。 こ の 現象 は 、 販 売 会 社 に と っ て 、 顧 
客 本 位 の 業務 運営 を 実践 し 、 そ れ を 安定 し た 顧客 基盤 及び 収益 の 確保 に 繋げ る こと の 難し さ を 示 唆 する も の と 
導き 


(図表 3) 投資 信託 の 平均 保有 期間 及び 平均 販売 手数 料率 と 投資 信託 の 預り 資産 残高 及び 販売 額 の 関係 






































































































































































































































































































































140 【 預 り 資 産 残高 】 160 【 販 売 額 】 
134 137 
120 123 
100 
80 
60 
40 
16 17 18 19 20 (年 度 ) 16 17 18 19 20 な 
ー ペ ー① 平 均 保有 期間 が 長期 化し 、 販 売 手数 料率 が 低下 し た 先 (13 先 ) ー ペ ー① 平 均 保有 期間 が 長期 化し 、 販 売 手数 料率 が 低下 し た 先 (13 先 ) 
ーー ② 平 均 保有 期間 が 長期 化し 、 販 売 手数 料率 が 増加 し た 先 (4 先 ) ーー ② 平 均 保有 期間 が 長期 化し 、 販 売 手数 料率 が 増加 し た 先 (4 先 ) 
ーー ペー ③ 平 均 保 有期 間 が 短期 化し 、 販 売 手数 料率 が 低下 し た 先 (18 先 ) ーー ③ 平 均 保有 期間 が 短期 化し 、 販 売 手数 料率 が 低下 し た 先 (18 先 ) 
④ 平 均 保有 期間 が 短期 化し 、 販 売 手数 料率 が 増加 し た 先 (11 先 ) ④ 平 均 保有 期間 が 短期 化し 、 販 売 手数 料率 が 増加 し た 先 (11 先 ) 
( 注 1 ) 主要 行 等 9 行 、 地 域 銀行 26 行 、 大 手 証券 会 社 等 8 社 (20 年 度 は 経営 統合 に より 7 社 ) 、 ネ ッ ト 系 証券 会 
社 4 社 を 集計 
注 2) 銀行 は 、 自 行 販売 、 仲 介 販 売 の 合算 ベー ス 
(資料 ) 金融 庁 





























*3 本 調査 は イン ター ネッ ト 調 査 で る る こと か ら 、 調 査 結果 に つい て は 、 調 査 方 法 が 回 答 傾向 に 影響 を 与え て 1 0) 
いる 可能 性 が ある こと に 留意 する 必要 が ある 。 
























































その よう な 中 、 業 務 規 模 の 大 き な 販 売 会 社 に お いて は 、 収 益 性 が 見 込め る 富裕 層 と の 取引 に 経営 資源 を 傾斜 
する 一 方 、 資 産 形成 層 に は 非 対 面 の 対応 を 中 心 に 効率 的 な アプ ロー チ を 行う 取組 が み ら れ まし た 。 ま た 、 一 部 
の 販売 会 社 に お いて は 、 顧 客 の ター ゲッ ト を 明確 化し た 上 で 、 顧 客 の ニー ズ に 即 し た 商品 ・ サ ービス を 提供 し 、 
他社 と の 差別 化 を 図る 取組 も あり ます 。 

また 、 顧 客 へ の 提案 プロ セス に つい て は 、 主 要 な 販売 会 社 に お いて 、 提 案 ツ ー ル の 導入 が 進ん で いる 一 方 、 
営業 現場 で の 実践 に は 課題 が ある と 考え ます 。 販売 会 社 に は 、 提 案 ツ ー ル を 有効 に 活用 し 、 顧 客 の ライ フ プ ラ 
ン に 基づい た 最適 な ポー ト フ ォ リ オ の 分 析 と 、 そ れ に 基づく 長期 分 散 投資 の 提案 に 取り 組む こと が 期待 され ま 
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(4) 金融 庁 の 取組 に つい て 

2020 年 8 月 に 公表 され た 「 金 融 審議 会 市場 ワー キン グ ・ グ ルー プ 」| 報告 書 ま 4 で は 、 | 原則 | の 一 層 の 漫 
透 ・ 定 着 に 向け た 顧客 本 位 の 業務 運営 の 取組 の 「 見 える 化 ] に 関す る 提言 が な され 、 金 融 庁 は 、2021 年 4 月 、 
同 報告 書 の 提言 等 を 踏ま えた 取組 を 公表 ※5 し まし た 。 本 取組 で は 、 各 金融 事業 者 の 取組 の 比較 可能 性 を 高め る 
た め 、 | 原則 | の 内 容 毎 に 、 対 応 し た 形 で 取組 方 針 等 を 明示 し て いる 金融 事業 者 の み 、「 原 則 」 の 採択 事業 者 
の リス ト に 掲載 する こと や 、 金 融 庁 に お いて 好 事 例 の 比較 分 析 や 情報 発信 を 行う 際 に 、 分 析 上 の ポイ ント と 考 
えら れる 事項 等 を 示し まし た 。 今後 、 金 融 事業 者 に は 、「 見 える 化 」 の 趣旨 を 踏ま え 、 顧 客 に 対し 自ら の 顧客 
本 位 の 業務 運営 に 関す る 取組 を 分 か りや すく 情報 発信 で きる よう 、 取 組 方 針 等 に つい て 必要 な 見 直し を 行う こ 
と が 期待 され ます 。 






































































































































































































































2. 今後 重要 と な る 課題 に つい て 

金融 庁 で は 、 以 上 の 内 容 の ほか 、 令 和 2 事務 年 度 に お ける 販売 会 社 と の 対話 や デー タ の 分 析 等 か ら 、 今 後 モ 
本 2U 全 ンク 2052 BIG EESA2R ンー の 0 ツレ INOISES UE NII / 

1 点 目 は 、「 原 則 ] に 基づき 、 各 金融 事業 者 の 取組 方 針 や KPI 等 の 進捗 状況 の 開示 等 が 、 顧 客 に と っ て 、 ど 
の 程度 有用 な 形 で 具体 化 さ れる か で す 。 具体 的 に は 、 こ の 点 に つい て は 、 金 融 事業 者 の 経営 陣 の 取組 姿勢 が 求 
め ら れる ほか 、 人 金融 庁 の 開示 の 工夫 や 金融 事業 者 と の 対話 の あり 方 が 課題 で ある と 考え ます 。 ま た 、 こ の よう 
な 中 、 各 金融 事業 者 に お いて 真 の 顧客 本 位 の 実現 に 向け た 創意 工夫 が 活発 化し 、 金 融 庁 が その 好 事 例 を 顧客 の 
活用 し や すい 形 で 情報 発信 で きる か に つい て も 、 課 題 で ある と 考え ます 。 

2 点 目 は 、 顧 客 へ の 重要 情報 提供 や 販売 プロ セス が 実際 に 取組 方 針 に 基づき 提供 され る か で す 。 販売 会 社 に 
は 、 商 品 カ テ ゴ リ ー を 超え た 比較 説明 等 、 顧 客 に 対す る 説明 ・ 提 案 プ ロ セ ス の 改善 の ほか 、 テ ー マ 性 が 強い 商 
品 の 販売 時 に は 、 特 に 適切 か つ 丁 寧 な 説明 が 期待 され る と 考え ます 。 

3 点 目 は 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 を 営業 現場 で 実現 する 際 の 動機 付け に 繋が る 業績 評価 で す 。 販 売 会 社 に は 、 
業績 評価 の 中 に 顧客 本 位 の 業務 運営 を コン セプト と し て 組み 入れ な が ら 、 ど の よう に 自社 の 経営 戦略 と 整合 的 
な イン セン ティ ブ 体 系 を 構築 する か が 課題 で ある と 考え ます 。 

4 点 目 は 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 実践 と 業務 の 持続 性 の 両立 に 関す る 、 経 営 戦略 の 検討 の 重要 性 で す 。 顧 客 
本 位 の 業務 運営 の 実践 が 、 ビ ジネス と し て 成果 に 現れ て いる 面 と そう で な い 面 が み ら れ る 中 、 販 売 会 社 に は 、 
例え ば 他社 と 比べ て 特徴 ある 形 で の 商品 ・ サ ービス の 提供 等 、 自 社 の 経営 戦略 を 検討 する こと が 期待 され る と 
基き 

金融 庁 に お いて は 、 今後 、 以 上 の 点 を 中 心 に 、 販 売 会 社 の モニ タリ ング ・ 対 話 を 継続 する こと に より 、 国 民 
の 資産 形成 の 促進 の 動き に 繋げ て いき た いと 考え て いま す 。 

































































































































































































































































































































































































































































































































































※4 2020 年 8 月 5 日 公表 、「『 金 融 審 議会 市 場 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ 』 報告 書 」 に つい て は 、 
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20200805/houkoku.pdf を ご 参照 くだ さい 。 

※5 2020 年 4 月 12 日 公表 、「 金 融 事 業者 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の さら な る 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み 
に つい て 」 は 、https://www.fsa.go.jp/news/r2/kokyakuhoni/202104/fd_2021.html を ご 参照 くだ さい 。 
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お 知ら せ 
銀行 を ご 利用 の お 客 様 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に - 


銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま ヘ へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


銀行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て まい り ま す 。 
今後 も 、 お 客 さま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「 3 つの 密 」 を 避け る な どの 各種 取組 み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 銀 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


yy ご 来店 時 の 感染 を 避け る た め の お 願い 
ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 マス ク 着 用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 


fsf 品 ノ グ 


二 a 体調 不良 時 の お 急ぎ の お 手続 き な ど に つい て は 、 各 銀行 に ど 相談 くだ さい 。 
必 夫 状況 に まり: 人 店 を お 待ち いた だ く 場合 が こさ いま す 。 ワク チン を 接種 され た 方 も 、 引 き 続き マス ク 着用 な どの 感染 予防 対策 に ご 協力 くだ さい 。 


02 混雑 を 避け る た め の お 願い 


① お 急ぎ で な いり 場合 は 、 混 雑 予想 日 を 避け た 8 月 の 混雑 予想 日 MN seoms:zwrsasnsa 
ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 

② 特に 、 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 開 催 期間 中 は 、 
道路 ・ 交 通 機関 の 混雑 も 予想 され ます の で 
余裕 を も っ た ご 来店 を お 願い いた し ます 。 


⑨③ お 振込 や (納付 書 に 丹 & マー ク が ある ) 納 税 手続 等 、 
ご 相談 な ど は 、 窓 口 以外 の サー ビス (も 還 2 当 23 124 諸 
くだ at 回生 | | 目 上 


ヒー 月 の オリンピック: パラ リン ピッ クイ ベン ト 期 間 ( 交 通 規制 等 の 可能 性 あり ) 
五 十 日 (毎月 5 日 、10 日 、15 日 、20 日 、25 日 ) 、 月 初 ・ 月 末日 な ど は 混雑 が 予想 され ます 。 (2021 年 7 月 作成 ) 


定期 預金 の 変更 届 、 
預入 各種 証明 書 
0 融資 の 相談 金 種 指定 の 財形 商品 の 
磁気 不良 な ど 出 金 購入 


※ 個別 の ご 事情 が ある 場合 は 各 銀 行 に ご 相談 くだ さい 。 





※ATM や イン ター ネッ トバ パン キン グ 、 コ ー ル セン ター な ど 


※ お 取引 の 取扱 い に つ いて は 、 各 銀行 に お 問い 合わ せい た だ く か 、 各 銀行 の ウェ ブサ イト で ご 確認 くだ さい 。 


一 央 社団 法人 
全国 銀行 協会 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2021 年 7 月 1 日 7 月 30 日 ) 


























> 第 3 回 「 金 融 所 得 課税 の 一 体 化 に 関す る 研究 会 を 開催 (7 月 









































東海 財務 局 が 令 和 3 年 7 月 1 日 か ら の 大 雨 に か か る 災害 等 に 対 金融 上 の 措置 に つい て 有 要請 
日) 


金融 庁 職員 が 執筆 し た 論文 を 公表 (7 月 7 日) 

[ソー シャ ル ボ ンド ガイ ドラ イン ( 案 ) 」 (7 月 7 日 ) 

[金融 所 得 課税 の 一 体 化 に 関す る 研究 会 」 論点 整理 (7 月 7 日 ) 
[保険 会 社 向け の 総合 的 な 監督 指針 ] 全編 の 英訳 (7 月 7 日 ) 

[金融 仲介 機能 の 発揮 に 向け た プロ グレ スレ ポー ト | (7 月 8 日 ) 

関東 財務 局 が CSF の 患 音 の 確認 を 踏ま え 金 融 上 の 対応 に つい て 要請 (7 月 9 日 ) 


令 和 3 年 金融 機能 強化 法 改 正 に 係る 政令 ・ 内 閣府 令 案 等 に 関す る パプ ブリック コメ ント の 結果 等 (7 月 
申 / 


中 国 財務 局 が 令 和 3 年 7 月 1 日 か ら の 大 雨 に か か る 災害 等 に 対す る 金融 上 の 措置 に つい て 要請 (7 月 
日 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関連 する 有価 証券 報告 書 等 の 提出 期限 (7 月 12 日 ) 


> 九州 財務 局 が 令 和 3 年 7 月 1 日 か ら の 大 雨 に か か る 災害 等 に 対す る 金融 上 の 措置 に つい て 要請 (7 月 
日) 


NISA・ ジ ュ ニ ア N | SA 口座 の 利用 状況 に 関す る 調査 結果 (2021 年 3 月 末 時 点 ) (7 月 16 日 ) 
[こども 霞が関 見 学 デ ー| 開催 の 案内 と 参加 者 募集 (7 月 16 日 ) 

「 デ ジタル ・ 分 散 型 金 融 へ の 対応 の あり 方 等 に 関す る 研究 会 」 を 設置 (7 月 19 日 ) 

| デジ タル ・ 分 散 型 金 融 へ の 対応 の あり 方 等 に 関す る 研究 会 ] を 開催 (7 月 
| 度 支援 預貯金 ・ 後 見 制度 支援 信託 の 導入 状況 調査 の 結果 (7 月 30 日 ) 
金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て 更新 (7 月 30 日 ) 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 


Twitter 
情報 発信 
強化 中 ! 


・ 本誌 へ の ご 意見 ・ ご 感想 は 以下 の メー ル ア ド レス か ら 
「 金 融 店 広報 室内 アク セス FSA 担 当 者 」 苑 に お 送り くだ さい 。 


E-mail : fsa kouhou@fsa.go.jp 








編集 後記 


7 月 に 広報 室長 に 着任 し まし た 齋藤 と 申し ます 。 
日 々 の ニュ ー ス と いえ ば 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 症 や オリ ン ピ ッ ク 選 手 の 動き な ど 目 が 離せ ませ ん 。 
ご の よう な 中 、 ア クセ ス FSA を ご 覧 いた だ き 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 


今月 号 で は 、 副 大 臣 か ら の メッ セー ジ や 、 人 金融 庁 の 直近 1 年 間 の 取組 を まとめ た いく つか の 報告 書 
を ご 紹介 させ て いた だ きま し た 。 報 告 書 は 各 チ ー ム の 取組 の 成果 と な り ま す 。 
ご 感想 な ど を お 寄せ いた だ け ま す と 幸い で す 。 


金融 庁 広報 室長 齋藤 貴 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





